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　町民の皆様には、平素から町政並びに町議会
に対しまして、格別のご理解とご支援を賜り、心より
厚くお礼申し上げます。
　私は、去る４月１日の臨時議会におきまして、議員
各位のご推挙により、第４８代議長に就任いたし
ました。身に余る光栄と感激いたしますとともに、
改めてその使命と責任の重大さを痛感し、身の
引き締まる思いであります。
　地方自治体を取り巻く環境は、国の地方創生
等により今後大きく変化していきます。当町におき
ましても、自主財源の基盤である町税収入の大
幅な増収が見込める状況ではなく、厳しい財政
情勢の中、少子高齢化対策、社会保障経費の増
加、将来を見据えた社会基盤整備など重要な政
策課題が山積みしております。
　これらの事を踏まえ、私たち町議会は、従来の
慣例にとらわれることなく、より一層の創意工夫と
努力を積み重ねるとともに、町執行部との真摯な
議論により、有効な政策を推進し、諸課題の解決
に全力を尽くしてまいります。まずは、住民の生命
と財産を守る災害に強いまちを目指し、防災・減
災事業に積極的に取り組み、災害に強いまちづく
りを進めてまいります。そして、学校・家庭・地域が
連携し、子どもたちの生きる力を育み、心身ともに
健全で、人間性豊かに成長できるまちづくりを、

さらに木曽川の豊かな自然環境を大切に守り、美
しい街並みや快適で機能的な生活環境を創出
するまちづくりを進めてまいります。
　聖徳太子が唱えた「和を以て貴しと為す」。これ
は私の政治信条でもありますが、公共利益の実
現のためには党派や派閥的なこだわりを捨てた
公正な議論が不可欠であり、そのためにはまず
各自が私心を去る必要があると解釈しておりま
す。この政治信条に基づき、議長として公平公正
かつ円滑な議会運営に努めるとともに、笠松町の
さらなる発展のため、議会と行政が一丸となり、
誠心誠意、努力いたす所存であります。
　町議会に対し、今後とも皆様のより一層のご支
援とご協力をお願い申し上げ、就任のごあいさつ
とさせていただきます。

　４月１日の臨時会で、議長・副議長の選挙、議
会運営委員会委員の選任、議会改革特別委員
会委員長の交代、監査委員の選任同意が行わ
れました。　　　　　　　　　　　  （敬称略）
議　長　船橋 義明　　副議長　田島 清美
【議会運営委員会】
委　員　安田 敏雄
【議会改革特別委員会】
委員長　安田 敏雄
○監査委員の選任同意
　議会選出監査委員 船橋 義明 氏の監査委
員辞職に伴い、後任に安田 敏雄 氏を選任する
ことに同意されました。

正副議長が決まりました

就任のあいさつ 笠松町議会議長　船橋 義明

臨時会開会中の議場


